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髙
倉
一
紀 

提
出 

学
位
申
請
論
文

　
　
『
近
世
書
籍
文
化
考
―
著
述
・
出
版
か
ら
蒐
書
へ
─
』
審
査
要
旨

論
文
の
内
容
の
要
旨

　

髙
倉
一
紀
氏
提
出
の
論
文
『
近
世
書
籍
文
化
考
―
著
述
・
出
版
か
ら
蒐
書
へ
―
』
は
、
大

き
く
二
つ
の
特
色
を
持
つ
。
一
つ
は
新
発
見
の
資
料
に
基
づ
い
て
近
世
国
学
の
立
体
的
な
側

面
を
論
じ
た
こ
と
、
一
つ
は
近
世
期
の
商
人
た
ち
の
書
簡
を
精
査
し
て
書
籍
を
通
し
た
文
化

の
様
相
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
目
次
に
よ
る
と
、「
序
説
」
に
続
い
て
、「
第
一
部  

国
学
者
と
そ
の
著
述
」（
第
一
章
「『
和
歌
の
浦
』
第
五
冊
の
出
現
―
若
き
宣
長
の
歌
学
ノ
ー

ト
―
」、
第
二
章
「『
古
事
記
伝
』
第
四
帙
の
刊
年
―
旧
説
の
検
討
と
新
資
料
―
」、
第
三
章

「
栗
田
家
来
簡
考
―
土
満
宛
本
居
大
平
書
簡
五
通
―
」、
第
四
章
「『
神
代
紀
葦
牙
』
成
立
考
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―
中
清
書
本
の
成
立
か
ら
出
版
ま
で
―
」、第
五
章
「
岡
の
屋
年
譜
考
」、第
六
章
「『
三
大
考
』

論
争
と
本
居
大
平
―
本
居
派
に
お
け
る
『
三
大
考
』
の
波
紋
―
」、
第
七
章
「
山
崎
義
故
と

そ
の
著
述
―
『
阿
漕
雲
雀
』
自
筆
稿
本
の
書
誌
的
考
察
を
中
心
と
し
て
―
」）、「
第
二
部　

近
世
蒐
書
文
化
論
」（
第
一
章
「
近
世
蒐
書
文
化
論
の
視
座
」、第
二
章
「
堀
内
広
城
の
国
学
」、

第
三
章
「
伊
勢
商
人
竹
口
家
の
教
養
と
国
学
」、第
四
章
「
射
和
文
庫
の
蔵
書
構
築
と
納
本
」）

の
各
論
と
、「
お
わ
り
に
」「
論
文
初
出
一
覧
」
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

近
世
日
本
の
文
化
状
況
を
俯
瞰
す
る
時
、
そ
の
最
も
特
徴
的
な
現
象
の
一
つ
と
し
て
学
芸

の
大
衆
化
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
時
代
、
俳
諧
は
勿
論
、
和
歌
を
詠
み
、
紀
行
を
綴
り
、
国

学
を
学
ぶ
町
人
や
富
農
は
必
ず
し
も
特
別
な
存
在
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
彼
ら
の
多
く
は

趣
味
的
風
流
や
好
事
家
的
社
交
を
享
受
し
、
貪
欲
に
知
識
を
吸
収
す
る
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
で

あ
り
、
伊
勢
の
国
学
者
で
あ
る
本
居
宣
長
や
、
同
大
平
・
同
春
庭
等
も
、
そ
の
延
長
線
上
に

現
れ
た
勝
れ
て
近
世
的
な
知
識
人
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
に
お
け
る
知
識
人
社
会
全
体
を
見
渡
す
と
、
そ
こ
に
は
二
つ
の
グ
ル
ー
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プ
の
存
在
が
指
摘
で
き
る
。
一
方
が
例
え
ば
宣
長
等
の
よ
う
な
知
的
生
産
者
で
あ
り
、
一
方

が
そ
の
門
流
等
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
知
的
享
受
者
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
知
識
人

社
会
を
つ
な
ぐ
媒
体
と
し
て
機
能
し
た
、
最
も
重
要
な
ツ
ー
ル
が
書
籍
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
視
点
か
ら
書
籍
に
注
目
す
る
時
、知
的
生
産
者
と
知
的
享
受
者
の
関
係
は
、著
作
者
（
発

信
者
）
と
読
者
（
受
信
・
中
継
者
）
の
関
係
に
置
き
換
え
ら
れ
、
書
籍
を
仲
立
ち
と
す
る
近

世
文
化
の
新
た
な
側
面
が
そ
こ
に
立
ち
現
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
こ
と
を
詳
細
に
論
じ
る
た
め
に
、
本
論
文
で
は
近
世
的
知
識
人
を
著
作
者
＝
発
信
者

と
し
て
の
第
一
の
知
識
人
と
、
そ
の
受
け
皿
と
な
っ
た
読
者
＝
受
信
・
中
継
者
と
し
て
の
第

二
の
知
識
人
と
に
区
別
す
る
。
そ
の
上
で
、
先
ず
第
一
部
「
国
学
者
と
そ
の
著
述
」
に
お
い

て
は
、
国
学
者
を
著
作
者
（
発
信
者
）
と
し
て
対
象
化
し
、
彼
ら
が
如
何
な
る
情
況
下
で
、

如
何
に
著
述
し
、
ま
た
如
何
な
る
出
版
活
動
を
展
開
し
た
の
か
、
近
世
書
籍
文
化
の
出
発
点

と
し
て
の
知
的
・
芸
術
的
生
産
の
現
場
と
、
生
産
者
の
実
態
を
考
察
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
続
く
第
二
部
「
近
世
蒐
書
文
化
論
」
は
、
第
一
部
の
問
題
意
識
を
更
に
発
展
さ
せ
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た
も
の
で
、
こ
こ
で
は
読
者
（
受
信
・
中
継
者
）
と
し
て
の
蔵
書
家
に
光
を
当
て
る
こ
と
で

近
世
書
籍
文
化
の
有
り
様
を
明
ら
か
に
す
る
。
何
よ
り
も
、
蔵
書
家
こ
そ
が
第
二
の
知
識
人

を
代
表
す
る
存
在
で
あ
り
、彼
ら
は
学
芸
の
享
受
者
で
あ
る
と
同
時
に
そ
の
中
継
者
と
し
て
、

近
世
書
籍
文
化
の
展
開
に
独
自
の
役
割
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
書
籍
の
収
集
は
、
紙
に

線
や
点
を
書
写
な
い
し
印
刷
し
た
だ
け
の
、
物
理
的
な
〈
モ
ノ
〉
の
集
積
に
終
始
す
る
と
い

う
よ
う
な
営
み
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
一
旦
彼
ら
の
文
庫
に
蔵
書
と
し
て
蓄
え
ら
れ
た
知
識

や
情
報
は
、
様
々
な
形
で
再
び
地
域
社
会
へ
と
流
れ
出
し
、
よ
り
多
く
の
享
受
者
を
獲
得
す

る
に
至
っ
た
こ
と
を
当
時
の
書
簡
を
精
査
し
た
上
で
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
部
は
こ
う
し
た

中
継
の
プ
ロ
セ
ス
に
注
目
し
て
、
近
世
の
蔵
書
家
が
何
を
集
め
、
如
何
に
読
み
、
如
何
に
伝

え
た
か
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

あ
ら
た
め
て
第
一
部
、
第
二
部
の
各
章
の
内
容
を
見
る
と
、
第
一
部
の
第
一
章
「『
和
歌

の
浦
』
第
五
冊
の
出
現
―
若
き
宣
長
の
歌
学
ノ
ー
ト
―
」
は
、
平
成
七
年
二
月
、
天
理
大
学

附
属
天
理
図
書
館
の
未
整
理
資
料
の
中
に
見
出
し
た
本
居
宣
長
自
筆
『
和
歌
の
浦
』
第
五
冊
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を
中
心
に
、
宣
長
の
初
期
歌
学
研
究
の
状
況
を
窺
う
も
の
で
あ
る
。
従
来
全
四
冊
と
さ
れ
て

い
た
同
書
に
つ
い
て
の
通
説
を
改
め
る
と
共
に
、
新
出
第
五
冊
の
執
筆
時
期
を
考
証
に
よ
り

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
～
同
十
一
年
と
特
定
す
る
。
ま
た
、
書
誌
学
的
視
点
か
ら
、
本
居

宣
長
記
念
館
所
蔵
の
宣
長
自
筆
資
料
「
本
居
宣
長
随
筆
」
と
の
密
接
な
関
係
を
指
摘
し
て
い

る
。
第
二
章
「『
古
事
記
伝
』
第
四
帙
の
刊
年
―
旧
説
の
検
討
と
新
資
料
―
」
は
、『
古
事

記
伝
』
第
四
帙
の
刊
年
に
つ
い
て
、
諸
説
を
検
討
の
う
え
有
力
視
さ
れ
て
い
た
文
政
五
年

（
一
八
二
二
）
刊
行
説
を
否
定
し
て
、
新
資
料
に
よ
り
同
第
四
帙
の
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）

刊
行
を
立
証
す
る
。
ま
た
、
第
五
帙
の
刊
年
に
つ
い
て
も
竹
口
直
彦
宛
本
居
大
平
書
簡
に
よ

り
、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
の
刊
行
を
証
明
し
て
い
る
。

　

第
三
章
「
栗
田
家
来
簡
考
―
土
満
宛
本
居
大
平
書
簡
五
通
―
」
は
、
天
理
図
書
館
蔵
「
栗

田
土
満
雑
集
」
の
う
ち
か
ら
五
通
の
栗
田
土
満
宛
本
居
大
平
書
簡
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
年
紀
を
推
定
の
う
え
各
節
に
お
い
て
以
下
の
点
を
論
じ
て
い
る
。
第
一
節
で
は
、
天
明
三

年
（
一
七
八
三
）
夏
の
土
満
の
伊
勢
行
と
、そ
の
間
に
お
け
る
伊
勢
・
尾
張
鈴
門
と
の
交
流
、
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鈴
木
梁
麿
と
の
関
係
等
。
第
二
節
で
は
、
大
平
の
和
歌
撰
集
『
八
十
浦
之
玉
』
編
纂
当
初
の

模
様
と
、
こ
れ
に
対
す
る
土
満
の
関
与
に
つ
い
て
、
ま
た
、
土
満
転
写
本
『
古
事
記
伝
』
及

び
そ
の
巻
次
齟
齬
の
問
題
を
論
じ
、
そ
の
原
因
を
考
察
し
て
い
る
。
第
三
節
で
は
、
主
に
土

満
の
入
手
し
た
宣
長
著
書
板
本
価
格
の
変
動
と
、『
衝
口
発
』『
麻
賀
能
比
礼
』『
葛
花
』
等

土
満
転
写
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
四
節
で
は
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
の
宣
長
・

土
満
の
上
京
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
双
林
寺
文
阿
弥
坊
に
お
け
る
歌
会
の
参
加
者
を
明
ら
か

に
す
る
。
第
五
節
で
は
、
寛
政
六
年
の
和
歌
山
に
お
け
る
宣
長
の
御
前
講
義
と
、
そ
の
メ
ッ

セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
大
平
の
役
割
、
石
見
浜
田
藩
儒
小
篠
敏
と
土
満
の
交
流
等
を
論
じ
て

い
る
。

　

第
四
章
「『
神
代
紀
葦
牙
』
成
立
考
―
中
清
書
本
の
成
立
か
ら
出
版
ま
で
―
」
で
は
、
栗

田
土
満
の
代
表
的
著
書
『
神
代
紀
葦
牙
』
に
つ
き
、
そ
の
中
清
書
本
の
成
立
か
ら
書
名
の
決

定
、
改
稿
本
の
成
立
、
刊
行
事
業
の
推
移
、
定
稿
本
の
成
立
、
校
正
刷
り
書
入
等
、
出
版
に

至
る
過
程
を
調
査
検
討
し
、
同
書
の
初
版
・
初
刷
本
の
刊
行
を
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
と
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特
定
し
て
通
説
を
改
め
て
い
る
。
併
せ
て
、
近
世
の
出
版
事
業
に
つ
い
て
、
著
者
及
び
そ
の

協
力
者
と
書
肆
と
の
関
係
、
出
版
に
至
る
具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
等
に
も
言
及
す
る
。
第
五
章

「
岡
の
屋
年
譜
考
」
で
は
、「
岡
の
屋
」
は
県
門
十
二
大
家
の
一
人
に
数
え
ら
れ
、
ま
た
鈴
門

の
重
鎮
で
も
あ
っ
た
遠
江
の
国
学
者
栗
田
土
満
の
号
で
あ
る
が
、
天
理
図
書
館
の
「
栗
田
土

満
雑
集
」
を
中
心
に
、
そ
の
他
の
散
在
す
る
資
料
、
先
行
研
究
等
も
含
め
、
利
用
可
能
な
全

て
の
資
料
を
調
査
し
、
可
能
な
限
り
詳
細
な
土
満
の
年
譜
考
証
を
試
み
て
い
る
。

　

第
六
章「『
三
大
考
』論
争
と
本
居
大
平
―
本
居
派
に
お
け
る『
三
大
考
』の
波
紋
―
」で
は
、

先
ず
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
～
一
八
）
和
歌
山
に
お
け
る
大
平
の
生
活
の
実
態
を
窺
い
、
当

時
最
大
の
課
題
で
あ
っ
た
服
部
中
庸
の
著
書
『
三
大
考
』
へ
の
対
応
を
分
析
し
て
、
大
平
に

お
け
る
無
意
識
的
な
宣
長
学
か
ら
の
離
反
を
指
摘
す
る
。
第
七
章
「
山
崎
義
故
と
そ
の
著
述

―
『
阿
漕
雲
雀
』
自
筆
稿
本
の
書
誌
的
考
察
―
」
で
は
、
平
成
七
年
九
月
に
出
現
し
た
山
崎

義
故
の
『
阿
漕
雲
雀
』
自
筆
稿
本
に
つ
い
て
書
誌
的
考
察
を
試
み
て
い
る
。
新
出
稿
本
と
竹

清
転
写
本
と
の
比
較
、
蔵
書
印
、
筆
跡
の
検
討
、
書
誌
的
事
項
の
分
析
等
に
よ
り
、
こ
れ
を
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自
筆
稿
本
と
判
定
し
、
同
稿
本
第
三
分
冊
の
巻
次
齟
齬
の
問
題
を
論
じ
る
。
併
せ
て
、
著
者

の
義
故
に
つ
い
て
も
一
部
事
跡
研
究
を
補
っ
て
い
る
。

　

第
二
部
の
第
一
章
「
近
世
蒐
書
文
化
論
の
視
座
」
は
、
第
二
部
全
体
の
立
脚
点
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
の
論
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
近
世
中
期
以
降
に
台
頭
し
た
新
興
蔵
書
家
の
文
化

的
・
社
会
的
機
能
を
五
つ
に
整
理
し
、
彼
ら
が
当
代
の
文
化
形
成
に
果
た
し
た
独
自
の
役
割

を
大
観
す
る
。
第
二
章
「
堀
内
広
城
の
国
学
」
は
、
本
居
大
平
門
下
で
、
著
名
な
佐
幕
派
国

学
者
長
野
義
言
の
最
大
の
支
援
者
で
も
あ
っ
た
堀
内
広
城
の
蔵
書
家
（
第
二
の
知
識
人
）
と

し
て
の
活
動
を
検
証
し
、
そ
の
実
状
を
探
る
論
で
あ
る
。
即
ち
、
堀
内
家
資
料
中
に
見
出
さ

れ
た
蔵
書
目
の
分
析
を
通
し
て
鈴
屋
学
の
享
受
者
と
し
て
の
広
城
像
、『
古
事
記
伝
』
の
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
版
『
神
代
真
玉
光
』
の
考
察
を
通
し
て
中
継
者
と
し
て
の
広
城
像
、
第
二
の
知

識
人
と
し
て
は
統
合
さ
れ
る
二
つ
の
広
城
像
を
描
写
し
て
い
る
。

　

第
三
章
「
伊
勢
商
人
竹
口
家
の
教
養
と
国
学
」
で
は
、
か
つ
て
の
江
戸
店
持
ち
の
豪
商
竹

口
家
（
現
松
阪
市
中
万
町
）
に
残
る
書
籍
目
録
（
嘉
永
四
年
）
と
、
同
家
に
伝
存
す
る
国
学
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関
係
資
料
の
調
査
・
分
析
を
通
し
て
、近
世
竹
口
家
の
人
々
の
商
人
と
し
て
の
教
養
を
窺
い
、

国
学
享
受
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
。
蔵
書
分
析
の
結
果
、
鈴
屋
の
影
響
下
に
あ
っ
て
仏
教
や

漢
学
、
石
門
心
学
等
、
国
学
以
外
の
学
問
・
思
想
に
も
寛
容
な
文
化
的
雑
居
性
が
特
徴
と
し

て
浮
か
び
上
が
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

　

第
四
章
「
射
和
文
庫
の
蔵
書
構
築
と
納
本
」
で
は
、
平
成
十
六
年
三
月
の
調
査
に
よ
っ
て

見
出
し
た
竹
口
家
の
資
料
に
よ
っ
て
、
幕
末
の
公
開
文
庫
と
し
て
知
ら
れ
る
射
和
文
庫
の
蒐

書
活
動
を
考
察
し
て
い
る
。
射
和
文
庫
の
蔵
書
構
築
に
果
た
し
た
親
族
三
家
よ
り
の
納
本

の
意
義
は
大
き
い
が
、
そ
の
う
ち
の
竹
口
家
に
伝
存
す
る
書
誌
類
を
も
と
に
、
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）
の
竹
口
信
義
納
本
リ
ス
ト
の
復
元
を
試
み
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
同
年

十
月
の
六
五
〇
冊
に
の
ぼ
る
竹
口
家
か
ら
の
納
本
は
、
通
俗
道
徳
書
を
中
心
と
し
て
、
こ
れ

に
仏
書
そ
の
他
を
加
え
た
啓
蒙
的
・
実
用
的
な
書
籍
の
大
量
寄
贈
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
射
和
文
庫
を
蔵
書
家
の
蔵
書
開
放
の
実
例
と
し
て
捉
え
る
一
方
、
竹

斎
の
文
庫
活
動
が
近
世
蔵
書
家
の
属
性
と
も
い
う
べ
き
、
趣
味
的
風
流
や
好
事
家
的
社
交
の
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要
素
を
決
し
て
忌
避
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
指
摘
す
る
。

論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

　

本
論
文
『
近
世
書
籍
文
化
考
―
著
述
・
出
版
か
ら
蒐
書
へ
―
』
は
、「
序
説
」
に
述
べ
る

よ
う
に
、近
世
の
書
籍
は
知
識
人
に
よ
る
著
述
と
い
う
知
的
生
産
者
の
存
在
の
み
で
は
な
く
、

そ
の
書
籍
を
享
受
す
る
知
的
享
受
者
と
の
強
い
関
係
が
見
ら
れ
、
こ
の
視
点
か
ら
近
世
の
書

籍
文
化
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
に
数
多
く
の

近
世
資
料
を
探
り
、
そ
の
中
か
ら
新
資
料
を
発
見
し
、
今
日
の
通
説
を
大
き
く
変
え
る
指
摘

も
見
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
い
く
つ
か
の
事
例
を
通
し
て
、本
論
文
の
意
義
を
見
て
み
た
い
。

　

そ
の
一
つ
は
、
第
一
部
第
一
章
「『
和
歌
の
浦
』
第
五
冊
の
出
現
―
若
き
宣
長
の
歌
学
ノ

ー
ト
―
」
で
あ
る
。
平
成
七
年
二
月
に
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
の
未
整
理
資
料
の
中
か

ら
本
居
宣
長
自
筆
『
和
歌
の
浦
』
第
五
冊
を
発
見
し
、
従
来
全
四
冊
と
さ
れ
て
い
た
同
書
に
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つ
い
て
の
通
説
を
改
め
る
と
と
も
に
、新
出
第
五
冊
の
執
筆
時
期
を
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）

か
ら
同
十
一
年
と
特
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。『
和
歌
の
浦
』
は
、昭
和
四
十
七
年
発
行
の
『
本

居
宣
長
全
集　

第
十
四
巻
』（
筑
摩
書
房
）に
お
い
て
初
め
て
紹
介
さ
れ
、そ
の
解
説
に
は「
一

連
四
冊
の
自
筆
稿
本
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
通
説
と
し
て
あ
っ
た
。
し
か
し
、
平
成
七
年
に
天

理
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
資
料
か
ら
「
第
五
冊
目
」
に
相
当
す
る
宣
長
自
筆
資
料
が
発
見
さ

れ
た
。
こ
の
第
五
冊
目
を
詳
細
に
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
第
一
冊
か
ら
第
四
冊
に
は
全
体
と
し

て
の
統
一
性
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
冊
次
も
確
定
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
（
冊

次
は
『
全
集
』
刊
行
時
に
付
さ
れ
た
）
が
明
ら
か
に
な
り
、
五
冊
目
（
百
丁
）
は
第
一
冊
か

ら
四
冊
ま
で
の
合
計
丁
数
（
九
七
、五
丁
）
を
は
る
か
に
越
え
る
倍
の
情
報
量
を
持
つ
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
は
宝
暦
四
・
五
年
を
境
に
諸
稿
本
が
第
五
冊
に
集
約
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
が
宣
長
歌
学
と
し
て
成
立
す
る
『
排
蘆
小
船
』

へ
と
流
れ
て
行
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
て
、
初
期
宣
長
国
学
を
考
え
る
た
め
の
重

要
な
発
見
と
指
摘
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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続
く
第
二
章
「『
古
事
記
伝
』
第
四
帙
の
刊
年
―
旧
説
の
検
討
と
新
資
料
―
」
で
は
、
栗

田
土
満
宛
本
居
大
平
書
簡
を
通
し
て
記
伝
第
四
帙
の
刊
行
に
関
す
る
記
事
を
発
見
し
、
旧
説

を
訂
正
す
る
。
記
伝
四
十
四
巻
四
十
四
冊
の
内
、
宣
長
生
前
の
刊
行
は
一
巻
か
ら
十
七
巻
ま

で
で
、
以
降
の
巻
は
宣
長
没
後
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
の
が
通
説

で
あ
る
。
し
か
し
栗
田
土
満
宛
大
平
書
簡
か
ら
記
伝
四
帙
は
享
和
三
年
刊
行
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
第
五
帙
は
竹
口
直
彦
宛
大
平
書
簡
を
見
る
と
、
文
化
九
年
七
月
に
彫
師
の
植
松
有
信
か

ら
大
平
に
第
五
帙
が
送
付
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
紀
伊
藩
主
に
献
上
し
た

の
が
文
化
十
年
三
月
で
あ
る
か
ら
、文
化
九
年
七
月
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

こ
う
し
た
新
資
料
を
丁
寧
に
解
読
し
、
そ
の
記
述
の
精
査
か
ら
刊
行
の
状
況
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
で
新
説
が
提
起
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
疑
う
余
地
は
な
い
。

　

第
二
部
第
一
章
「
近
世
蒐
書
文
化
論
の
視
座
」
で
は
、
近
世
の
蒐
書
の
様
相
を
論
じ
る
。

今
日
、
近
世
文
学
・
書
誌
学
・
学
芸
史
・
思
想
史
な
ど
の
研
究
領
域
は
十
分
に
注
目
さ
れ
て

い
る
が
、
し
か
し
、
近
世
の
蔵
書
家
研
究
は
積
極
的
な
関
心
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
こ
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と
を
指
摘
し
、
蔵
書
家
が
書
籍
の
受
信
者
・
享
受
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
文
化
的
媒
介
者
の

役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
彼
ら
を
知
的
消
費
者
と
し
て
の
第
二
の
知
識
人
と
し
て
位
置
づ
け

る
べ
き
だ
と
す
る
。
例
え
ば
、
第
二
章
「
堀
内
広
城
の
国
学
」
で
は
伊
勢
宮
前
村
の
堀
内
広

城
は
製
茶
・
酒
造
業
を
営
み
な
が
ら
も
本
居
大
平
の
門
人
と
し
て
、
国
学
の
受
信
者
と
中
継

者
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
る
。
そ
の
広
城
の
蔵
書（
皇
學
館
大
学
所
蔵
）

を
見
渡
す
と
、『
古
事
記
伝
』な
ど
を
含
む
神
道
・
古
道
関
係
、『
令
義
解
』な
ど
を
含
む
法
制
・

有
職
関
係
、『
続
日
本
紀
』
な
ど
を
含
む
日
本
史
・
地
誌
関
係
、『
石
上
私
淑
言
』
な
ど
を
含

む
国
語
・
国
文
関
係
資
料
が
一
千
冊
を
越
え
、
さ
ら
に
『
古
事
記
伝
』
の
読
者
と
し
て
『
神

代
真
玉
光
』
を
刊
行
し
て
、
宣
長
の
学
問
を
広
く
流
通
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
。

　

あ
る
い
は
第
三
章
「
伊
勢
商
人
竹
口
家
の
教
養
と
国
学
」
で
は
、
宣
長
の
門
人
で
江
戸
に

も
伊
勢
屋
な
ど
の
大
店
を
構
え
た
豪
商
で
あ
っ
た
竹
口
家
の
蔵
書
目
録
を
精
査
し
、
竹
口
家

の
教
養
と
国
学
へ
の
関
わ
り
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
論
も
、
緻
密
で
あ
る
。
竹
口
家
の
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蔵
書
目
録
に
は
、
国
学
・
漢
学
・
道
徳
・
仏
教
・
神
道
・
地
理
・
経
済
・
兵
法
・
諸
芸
・
古

典
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野
の
書
名
が
見
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
は
宣
長
学
の
中
に
あ
り
な
が
ら

も
他
の
学
問
を
排
除
し
な
い
態
度
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
国
学
の
み
に
拘
ら
な
い
文
化
的
雑
居

性
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
が
竹
口
家
の
学
風
で
あ
っ
た
と
す
る
。

　

ま
た
、
第
四
章
「
射
和
文
庫
の
蔵
書
構
築
と
納
本
」
で
は
、
や
は
り
伊
勢
の
商
人
で
あ
っ

た
竹
川
竹
斎
の
開
設
し
た
「
射
和
文
庫
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
蔵
書
一
万
四
千
巻
が
公
共
図

書
館
を
先
取
る
も
の
と
し
て
創
設
さ
れ
た
状
況
を
探
る
中
で
、
お
よ
そ
一
万
巻
が
本
人
の
蒐

書
に
よ
る
も
、
残
り
は
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
寄
贈
者
に
は
藩
主
や
勝
海
舟

な
ど
が
い
る
こ
と
、
中
で
も
三
千
巻
に
お
よ
ぶ
寄
贈
者
が
竹
斎
の
親
族
で
あ
っ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
。
こ
う
し
た
竹
斎
の
活
動
か
ら
、
当
該
文
庫
が
学
問
の
文
化
的
中
継
基
地
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
と
共
に
、
こ
こ
に
は
蔵
書
家
と
い
う
領
域
を
越
え
て
、
個
人
文
庫
の
活

動
に
新
た
な
方
向
性
を
も
た
ら
し
た
竹
斎
の
理
念
が
存
在
し
た
の
だ
と
論
じ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
論
文
は
新
発
見
の
資
料
を
駆
使
し
て
通
説
の
誤
り
を
正
し
、
ま
た
未
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開
拓
の
資
料
を
博
捜
し
て
、
近
世
蔵
書
文
化
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
方
法
は
書
誌

学
的
に
見
て
も
緻
密
・
厳
密
で
あ
り
、
文
献
の
読
み
も
周
到
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
る
新

見
も
随
所
に
見
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
知
的
生
産
者
と
知
的
享
受
者

と
の
関
係
は
、
高
倉
氏
も
触
れ
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
深
く
考
察
す
る
必
要
が
課
題
と
し
て
残

さ
れ
て
い
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
論
文
は
今
後
こ
の
方
面
の
研
究
に
お
い
て
裨
益
す
る

と
こ
ろ
が
大
き
く
、
よ
っ
て
本
論
文
の
提
出
者
髙
倉
一
紀
氏
は
、
博
士
（
文
学
）
の
学
位
を

授
与
せ
ら
れ
る
資
格
が
あ
る
も
の
と
認
め
る
。
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